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1. プロジェクトの成果一覧 

 

1.1 成果の達成状況 

本プロジェクト終了時点の成果達成状況は下表の通りであり、概ね成果を達成したと考え

る。 

 

成果の達成状況 
プロジェクト目

標 
指標 達成された内容 達成されなかった理由 

a. 領域数値予報や新しい気象解析手法

による予報が短期（1 日 2 回）・中期（1 日 1

回）・長期（月 1 回）提供される 

領域数値予報や新しい気象

解析手法による予報が短期

（1 日 2 回）・中期（1 日 1 回）

提供。長期予報は年 2 回提

供。 

 

b. モンゴル国の気候変化予測情報がプ

ロジェクト終了までに 1 回提供される 

2008 年 10 月末に予測情報

が公表された。 

 

c. 干ばつ／ゾドに係る情報が毎年 1 回（8

月末に）提供される 

･バグスケール牧養力地図

や概略を農業気象課旬報や

新聞等を通じて公表。 

･Web サイトを通じて衛星画

像から計算された植生指数

分布及びバイオマス分布等

を公表。 

 

d. 黄砂モニタリングデータが年間 300 日

以上間伝送される 

2008 年 1 月～7 月（212 日

間）の欠測 9 日間：伝送率

95％（300／360＝83％）。 

 

気 象 業 務 従

事 者 及 び 環

境 専 門 家 の

人材育成を通

じて、より信頼

性 の 高 い 有

用 な 気 象 情

報（黄砂を含

む）が適時に

提供される 

e. 利用者（行政機関、牧畜民等）の気象

情報提供に関する満足度が向上する 

ワークショップ参加者の気象

情報提供に関する満足度が

向上。 

 

成果 指標 達成された内容 達成されなかった理由 

1.1.  

NAMHEM による領域数値予報モデルが

業務体制に活用される 

JMA 全球モデル出力を境界

条件にした 1 日 1 回の 5 日

予報結果を業務体制に活

用。 

 

1.2.  

数値予報モデルを開発できる技術者が 4

名育成される 

技術者 3 名を育成。  

活動 達成率 達成された内容 達成されなかった理由 

1.1.  

数値予報に係る研修・セミナーを

実施する 

100％

･数値予報に係る研修及び

セミナーを実施。 

･日本での研修を実施。 

 

1.2.  

5～7 日先までの現業数値予報シ

ステムを構築しその結果を既存の

現業予報と比較し検証する 

100％

JMA 全球数値予報出力を境

界条件にした 5 日予報を 1

日 1 回実施し、その結果を

既存の現業予報と比較検

証。 

 

1.  

モンゴル国を

対象にした領

域モデルによ

る 数 値 予 報

が現業化され

る 

1.3.  

数値予報の研修のための機材を

調達・設置する 

100％

予定され た機 材を全 て調

達・設置。 

 

成果 指標 達成された内容 達成されなかった理由 

2.  2.1.  2008 年 10 月末に情報を公  
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モンゴル国の気候変化予測情報が公表さ

れる 

表。 

2.2.  

気候変化予測ができる技術者が 2 名育成

される 

技術者 1 名を育成。  

活動 達成率 達成された内容 達成されなかった理由 

2.1.  

気候モデルを使用した気候変化

予測に係る研修を実施する 
100％

領域気候モデルを使用した

気候変化予測に係る研修を

実施。 

日本での研修を実施。 

 

2.2.  

地上気温、湿度、降水量、降雪量

及び風の気候変化予測を実施す

る 

90％

2008 年 10 月末に気候変化

予測を実施。 

 

気候モデルを

使った地球温

暖化に伴うモ

ンゴル域の気

候 変 化 予 測

が実施される 

2.3.  

気候変化予測のための機材を調

達・設置する 

100％

予定され た機 材を全 て調

達・設置。 

 

成果 指標 達成された内容 達成されなかった理由 

3.1.  

県（アイマグ）レベル以下の地域細分によ

る短期・中期予報が実施される 

県（アイマグ）レベル以下の

地域細分による短期・中期

予報を実施。 

 

3.2.  

県（アイマグ）レベルでの長期予報が業務

に活用される 

気象庁アンサンブル予報デ

ータを使用した県（アイマグ）

レベルでの長期予報（特に

季節予報）を業務に活用。 

 

3.3.  

新しい気象解析技術を習得した技術者が

5 名育成される 

技術者 3 名を育成。 C/P が長期海外出張と退

職したため。 

活動 達成率 達成された内容 達成されなかった理由 

3.1.  

アンサンブル予報技術を含む数

値予報結果の天気翻訳に係る研

修を実施する 

100％

アンサンブル予報技術を含

む数値予報結果の天気翻

訳に係る研修実施。 

 

3.2.  

現業向け予報ガイダンスを構築

する 100％

ヨーロッパ中期予報センター

の全球予報結果を基に、各

地点の日 高・ 低地上気

温の新しいガイダンス手法を

構築。 

 

3.3.  

コンピュータによる典型的な天候

や異常気象に係る事例集を作成

する 

100％

コンピュータによる典型的な

天候や異常気象に係る事例

集作成。 

 

3.4.  

降水確率予報等新しい予報概念

を導入する 

100％

JMA1 ヶ月予報アンサンブル

平均値を用いたモンゴル域

1 ヶ月予報を導入。 

 

3.5.  

気象レーダデータを用いた短時

間予測に係る研修を実施する 
100％

ドップラーレーダの基礎、短

時間降水予測のプロダクト

の予報への利用について研

修実施。 

 

3.  

数 値 予 報 デ

ータに基づい

た 天 気 予 報

（ 短 期 、 中

期、長期）が

作成される 

3.6.  

現業予報のための機材を調達・

設置する 
100％

予定され た機 材を全 て調

達・設置。 

ブリーフィング用電子パネ

ル 等 は 購 入 し な い こ とを

JCC で 2008 年 3 月決定。

成果 指標 達成された内容 達成されなかった理由 
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4.1.  

村（バグ）スケールでの精度の高い牧草量

と草丈地図が作成される 

･従来より高い空間解像度

（村（バグ）スケール）の牧草

量地図を作成。 

･従来より高い空間解像度

（村（バグ）スケール）の草丈

地図を作成。 

 

4.2.  

警報情報のガイドラインが業務に活用され

る 

干ばつ／ゾド警報のガイドラ

インを作成。 

モンゴル政府内でゾド警報

発令条件を議論中であるた

め、プロジェクトで作成したガ

イドラインを活用していない。

4.3.  

GIS による早期警戒を行える技術者が 4 名

育成される 

技術者 5 名を育成。 

･Ms. B. Erdenetsetseg 

･Mr. R. Gankhuu 

･Ms. M. Erdenetuya 

･Ms. M. Bayasgalan 

･Ms. B. Gantsetseg 

 

活動 達成率 達成された内容 達成されなかった理由 

4.1.  

総合的な干ばつ／ゾド早期警戒

システム（DDEWS）の概念に係る

研修を実施する 

100％

モンゴル国内での講義。 

日本での研修を実施。 

 

4.2.  

DDEWS の枠組みでのデータベ

ース・GIS 技術に係る研修を実施

する 

100％

モンゴル国内での講義及び

実習を実施。 

 

4.3.  

現有の牧畜気象観測プログラム

及びマニュアルを改訂する 
100％

･観測項目整理及びマニュ

アル表現明確化に努め、プ

ログラム・マニュアルの改訂

を実施。 

･改訂されたプログラム・マニ

ュアルを用いた研修実施。 

 

4.4.  

警戒情報のガイドラインを作成す

る 

100％

干ばつ・ゾド警戒情報のガイ

ドラインを作成。 

 

4.5.  

村（バグ）スケールでの牧草状態

地図を作成する 
100％

バグごとのバイオマス量デー

タ、牧草地面積、家畜数を

組み合わせた、バグスケー

ル牧養力地図を作成。 

 

4.  

干ばつ／ゾド

の 早 期 警 戒

システムが構

築される 

4.6.  

農業気象／牧畜気象及び GIS の

ための機材を調達・設置する 

100％

予定され た機 材を全 て調

達・設置。 

 

成果 指標 達成された内容 達成されなかった理由 

5. 

延べ 640 名の気象情報利用者が気象情

報の利用に係る知見を得る 

気象情報の利用に係るワー

クショップに、延べ 943 人が

参加。 

モンゴル全県に配布したリー

フレット数：14,000 枚 

 

活動 達成率 達成された内容 達成されなかった理由 

5.1.  

プロジェクト開始・終了時のセミナ

ーをウランバートルで実施する 

100％

プロジェクト開始・終了時に

加 え 、 中 間 時 セ ミ ナ ー を

2007 年 6 月に実施。 

 

5.  

国、地方自治

体、関係機関

及 び 末 端 利

用者（牧畜民

や 住 民 を 含

む）の気象情

報 の 理 解 度

が向上する 

5.2.  

政府機関を対象として気象情報

の利用に係るワークショップをウラ

ンバートルで実施する 

100％

6 回開催 

延べ 236 人参加。 
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5.3.  

パイロット県(ヘンティ、ドンドゴビ、

ゴビアルタイ)で地方政府機関や牧

畜民・住民などのエンドユーザー

向けに気象情報の利用に係るセミ

ナー／ワークショップを実施する 

100％

3 県×各 5 回＝15 回開催 

延べ 707 人参加。 

 

5.4.  

セミナー／ワークショップのための

機材を調達・設置する 

100％

予定され た機 材を全 て調

達・設置。 

 

5.5.  

利用者（行政機関、牧畜民等）の

理解度や気象情報に対するニー

ズを調査する 

100％

ワークショップで意見交換と

アンケートを実施。 

 

5.6.  

調査結果を分析し、関連の活動

にフィードバックする 

100％

アンケート結果を日モプロジ

ェクト関係者で共有。 

 

成果 指標 達成された内容 達成されなかった理由 

6.1.  

気象観測（気象レーダ）の適切な稼働率

が維持される 

･レーダ観測稼働率 99.7％

を確保。 

･点検簿による定期点検の

定常化。 

･計測器取扱の習熟により点

検の効率が向上。 

･レーダ技術者の運用保守

に関する意識改革。 

 

6.2.  

気象レーダを運用維持管理できる技術者

が 3 名育成される 

技術者 5 名を育成。  

6.3.  

NAMHEM のコンピュータネットワークの問

題点が解決される 

･NAMHEM 本局及びアイマ

グセンター（地方気象台）か

らインターネット接続が可能。

･国際空港、レーダサイト、

NAMHEM 本局間の通信に

おいてアクセス制限を解除。

 

6.4.  

NAMHEM のコンピュータネットワークを運

用維持管理できる技術者が 2 名以上育成

される 

技術者 5 名を育成。  

活動 達成率 達成された内容 達成されなかった理由 

6.1.  

気象レーダシステムの運用維持

管理マニュアルを作成する 
100％

･日、週、月、半年及び年の

点検項目毎の点検簿（エク

セルファイル）を作成。 

･測定器の接 続方法、波

形、交換作業等の写真を添

付した点検簿を作成。 

 

6.2.  

気象レーダシステムの運用維持

管理に係る研修を実施する 
100％

･レーダシステムの動作原理

及び故障探求技術の研修。

･機材スペア部品の管理及

び調達の研修。 

･測定器の取扱実習。 

･点検簿を用いた点検。 

 

6.  

気象観測・予

報 シ ス テ ム

（気象レーダ

及びコンピュ

ー タ ネ ッ ト ワ

ーク）が安定

して運用され

る 

6.3. 

NAMHEM 内のコンピュータネット

ワークの全体計画を作成する 

100％

既存ネットワークの問題点を

解決するための計画を作

成。 
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6.4. 

コンピュータネットワーキングに係

る研修を実施する 

100％

新規に導入した機器を用い

た、問題解決方法の研修実

施。 

 

成果 指標 達成された内容 達成されなかった理由 

7.1.  

解析処理された黄砂情報が作成される 

NAMHEM に設置した Web

サーバーから黄砂情報を提

供。 

 

7.2.  

黄砂モニタリングに関する技術を習得した

技術者が 4 名育成される 

技術者 4 名を育成。 

･Mr. D. Batdorj (NAMHEM)

･Ms. J. Shulentuya (Sainshand)

･Mr. Kh. Enhkbayar (Zamin-uud)

･Mr. D. Otogonbayar  

(Dalanzadgad) 

 

活動 達成率 達成された内容 達成されなかった理由 

7.1.  

黄砂モニタリングシステムを調達・

設置する 

100％

計画通り 4 地点へ設置完

了。 

 

7.  

黄 砂 観 測 情

報が作成され

る 

7.2.  

黄砂モニタリングネットワークの運

用維持管理及びデータ解析に係

る研修を実施する 

100％

4 地点の技術者にウランバ

ートルにおいて研修実施。 

 

 

 



モンゴル国 気象予測及びデータ解析のための人材育成プロジェクト 
ファイナルレポート 

 
6 

 

1.2 成果品一覧 

本プロジェクトにおける成果品は下表の通りである。 

業務分野 成果品 

数値予報 中期予報（1 日 1 回） 

気候変化予測 
モンゴル国の気候変化予測情報 

（地上気温、湿度、降水量、降雪量、風） 

短期予報（1 日 2 回） 

長期予報(年 2 回) 気象予報 

コンピュータによる典型的な天候や異常気象に係る事例集 

天気翻訳手法 
領域数値予報モデルプロダクトを用いた降水量予報に係るガイダンスの

提案 

気象レーダ解析 気象観測のためのドップラーレーダの活用 

干ばつ／ゾドに係る情報（毎年 1 回、8 月末に提供） 

（バグスケール牧養力地図、概略） 

干ばつ／ゾドに係る情報（Web 公開情報） 

（植生マップ、バイオマスマップ、干ばつマップ、雪マップ） 

バグスケール草丈地図 

改定された警報情報のガイドライン 

改定された牧畜気象観測プログラム 

干ばつ／ゾド早期警戒システム 

GIS 技術 

牧畜気象 

改定された牧畜気象観測マニュアル 

ワークショップ参加者リスト 

アンケートによるニーズ調査結果 気象サービス普及 

実用的な気象情報利用に係るリーフレット 

気象レーダシステムの運用維持管理マニュアル 
気象レーダ運用維持管理 

AVR と UPS のチェックシート（週毎） 

NAMHEM 内のコンピュータネットワークの全体計画 
コンピュータネットワーキング 

NAMHEM ネットワークの問題点と将来発展計画 

黄砂モニタリングネットワーク機材（写真） 
黄砂モニタリングネットワーク 

黄砂モニタリングデータ（年間 300 日間伝送） 

 

 



モンゴル国 気象予測及びデータ解析のための人材育成プロジェクト 
ファイナルレポート 

 
7 

 

2. 活動実施スケジュール（実績） 

本プロジェクトの 5 年次にわたる活動実施スケジュールの実績は次頁フローチャートの通

りである。 
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年度

月

区分

成
果
品

国
内
研
修

活
動

国内VIII国内VII

気象予報

事前フェーズ 基礎研修フェーズ 運用体制構築フェーズ

国内作業III 現地作業II 国内作業IV

気象サービス
普及

気象観測・予報
ｼｽﾃﾑ

運用維持管理

平成16年度（2004年度） 平成17年度（2005年度） 平成18年度（2006年度） 平成19年度（2007年度）

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 64 5 6 7 8 9 5 61 2 3 7 8 9

国内V 国内VI 現地作業IV-I 現地作業IV-II

 = C/P 研修 = 日本でのカウンターパート研修

干ばつ/ｿﾞﾄﾞ
早期警戒ｼｽﾃﾑ

(DDEWS)

GIS

黄砂ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
ﾈｯﾄﾜｰｸ

現地作業III-I 現地作業III-II

数値予報

気候変化予測

4 10
平成20年度（2008年度）

3211210 11

領域ﾓﾃﾞﾙによる中期予報の実施と
評価１

領域ﾓﾃﾞﾙによる中
期予報の実施と評

価３

DDEWS概念の運用に係
る技術指導DDEWS概念の運用に係

る技術指導

数値予報利用に係る
研修2

- 天気予報ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ手
法の構築

地球温暖化によるﾓﾝｺﾞﾙ周辺の
気候変化予測に係る講義、研修2

C/P
研修

C/P
研修

C/P
研修

C/P
研修

数値予報に係る講義、研修1
研修用資料

の準備数値予報研修
用機材の仕様

書作成

研修用資料
の準備

業務実施のフローチャート

IC/R P/R(1) P/R(2) P/R(3) P/R(4) F/R

予報現業体制案の作成支援
（機材調達管理）

NAMHEMの
ﾈｯﾄﾜｰｸ管理
状況のﾚﾋﾞｭｰ

と指導

政府向け
広報・啓蒙活動の支援 １ 政府向け

広報・啓蒙活動の支援 ２

政府向け
広報・啓蒙活動の支援

３

自治体・住民向け
啓蒙活動の支援 ２

政府向け
広報・啓蒙活動の支援 ４

自治体・住民向け
啓蒙活動の支援 ３

政府向け
広報・啓蒙活動

の支援 ５

自治体・住民向け
啓蒙活動の支援

４

気象ﾚｰﾀﾞの定期点検と
ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの実施

状況のﾚﾋﾞｭｰと実習

気象情報改善活動
に係る指導2

気象情報改善活動
に係る指導3

予報現業体制の整備
支援2

活動計画の
策定

活動計画
の策定

活動計画
の策定

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ等の構築に係る

技術研修

- 短期/中期/長期予報の

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

- 降水確率ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

- 事例集向けﾃﾞｰﾀの収集

自治体・住民向け
啓蒙活動の支援 １

気象情報改善活動
に係る指導1

活動計画
の策定

気象予報研修
用機材の仕様

書作成

DDEWS用機
材の仕様書作

成

気象ｻｰﾋﾞｽ普
及用機材の仕

様書作成

DDEWSの基本概念に係る講義

- 干ばつ/ｿﾞﾄﾞ発生のﾒｶﾆｽﾞﾑ

- 気候ﾒﾓﾘ 等

ﾗｲﾀﾞｰ観測
予定ｻｲﾄの

調査

運営指導調
査団の交渉

ｻﾎﾟｰﾄ

ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ

パイロット県
・ﾍﾝﾃｨ
・ﾄﾞﾝﾄﾞｺﾞﾋﾞ
・ｺﾞﾋﾞｱﾙﾀｲ

気象ﾚｰﾀﾞの将来整備
計画の提言

気象ﾚｰﾀﾞの定期点検と
ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの実施

状況のﾚﾋﾞｭｰと実習

気象ﾚｰﾀﾞの不具合調査と
解決策に係る技術移転

数値予報利用に係る研修1

- 天気予報ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ手法の構築 各種ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの
現業化支援

- 短期/中期/長期予報
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽと降水確率予

報ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの試行/改良
- ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの文書化

- 降水短時間予報の
基本設計

天気予報技術の基本設計

- 事例集

- 降水確率予報 天気予報技術の基本設
計

- 事例集
- 降水確率予報 気象予報技術の基本設

計

- 降水短時間予測

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ等の構築に係る
技術研修

- 短期/中期/長期予報
のｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

- 降水確率ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
- 事例集の作成

気象予報技術の基本設計

- 降水短時間予測

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、GIS及び牧草状態

地図の基礎/応用に係る講義

- ＧＩＳ、ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ
- ﾊﾞｸﾞｽｹｰﾙでの6月の
牧草状態地図の作成

改定された牧畜気象
観測ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及びﾏﾆｭ
ｱﾙの実施に係る研修

牧草状態地図の作成

DDEWSに関連する
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの作成に

係る研修

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ及びGISの
応用に係る講義

現行の牧畜気象観測ﾏﾆｭｱﾙの
改訂に係る研修

MM5による数値
予報実施の技

術指導

地球温暖化によるﾓﾝｺﾞﾙ周辺
の気候変化予測に係る講義、

研修1

陸面水文過程の改善

数値予報に係る講義、研修2

地球温暖化によるﾓﾝｺﾞﾙ
周辺の気候変化予測に係

る講義、研修3

数値予報に係る講義、研修
3

地球温暖化によるﾓﾝｺﾞﾙ周辺
の気候変化予測の実施と評

価1

領域ﾓﾃﾞﾙによる中期予
報の実施と評価２

地球温暖化によるﾓ
ﾝｺﾞﾙ周辺の気候変
化予測の実施と評

価3
研修用機材調達管理

研修用機材調達管理

気候変化予測
研修用機材の
仕様書作成

活動計画の
策定

研修用資料
の準備

地球温暖化によるﾓﾝｺﾞ
ﾙ周辺の気候変化予測

の実施と評価2

イ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
（
フ
ァ
イ
ナ
ル
）の
作
成

フ
ァ
イ
ナ
ル
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
・提
出
・説
明
・協
議

イ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
（ド
ラ
フ
ト
）
の
作
成

イ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
（
ド
ラ
フ
ト
）の
説
明
・協
議

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
（
１
）の
作
成
・
提
出
・
説
明
・協
議

既
存
資
料
の
整
理
分
析

国
内
会
議
の
出
席
・
進
捗
状
況
の
説
明
１

イ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー
ト
（フ
ァ
イ
ナ
ル
）
の
説
明
・
協
議

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
（
２
）の
作
成
・
提
出
・
説
明
・協
議

本
部
へ
の
報
告

本
部
へ
の
報
告

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
（４
）の
作
成
・提
出
・説
明
・協
議

本
部
へ
の
報
告

各種ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの現業化
支援

- 短期/中期/長期予報
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽと降水確率予

報ｶﾞｲﾀﾞﾝｽの試行/改良

牧草状態地図
の運用に係る

技術指導

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理
に係る研修

干ばつ・ｿﾞﾄﾞ警戒情
報のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ運用に

係る技術指導

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ全体計画の
作成

気象ﾚｰﾀﾞ運用維持管理に係
る書類の作成

定期点検と気象ﾚｰﾀﾞ理論の
研修

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞ技術の
研修

牧草状態地図の
現業化支援

干ばつ・ｿﾞﾄﾞ警戒情報の
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの
現業化支援

政府向け
広報・啓蒙活動

の支援 ６

ｾﾐﾅｰ/ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催に必要な
機材の調達・設置

自治体・住民向け
啓蒙活動の支援

５

研修用機材調達管理

GIS用機材調達管理

牧畜気象用機材調達管理

黄砂ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ機
材の調達に係る
調査・資料作成

本
部
へ
の
報
告

黄砂ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾈｯﾄﾜｰｸ運用
維持管理に係る研修1

機材調達 機材調達・据付 機材調達・据付

黄砂観測ﾃﾞｰﾀの解析・処
理・共有に係る研修1

黄砂ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾈｯﾄﾜｰｸ運用
維持管理に係る研修2

黄砂観測ﾃﾞｰﾀの解析・処
理・共有に係る研修2

黄砂ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾈｯﾄﾜｰｸ運用
維持管理に係る研修3

黄砂ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾈｯﾄﾜｰｸ運
用維持管理に係る研修4

黄砂観測ﾃﾞｰﾀの解析・
処理・共有に係る研修

3

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
（
３
）の
作
成
・
提
出
・
説
明
・協
議

C/P
研修
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3. 投入実績 

 

3.1 専門家派遣 

下記 15 名で構成される専門家が 5年次（50 ヵ月）にわたり総計 75.87 人月の要員計画の下

で、本プロジェクトを実施した。専門家の派遣実績は次頁の要員計画の通りである。 

 

1) 総括／数値予報／気候変化予測 

2) 副総括／気象業務計画 

3) 気象予報 

4) 天気翻訳手法 

5) 気象レーダ解析 

6) 干ばつ／ゾド早期警戒システム 

7) GIS 技術 

8) 牧畜気象 

9) 気象サービス普及 

10) 気象レーダ運用維持管理 

11) コンピュータネットワーキング 

12) 黄砂モニタリングネットワーク運用維持管理／黄砂観測データ処理・共有 

13) 黄砂モニタリングシステム機材計画・全体品質管理／黄砂観測データ解析 

14) 黄砂モニタリングシステム機材据付施行監理計画 

15) 黄砂モニタリングシステム機材据付工事監理 
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業 務 人 月 表

年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次

年度 平成16年度（2004年度） 平成17年度（2005年度） 平成18年度（2006年度） 平成19年度（2007年度） 平成20年度（2008年度）

月 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 人月 人月 人月 人月 人月 人月 人月

作
業

番号 担当 氏名 所属 格付 事前評価調査 プロジェクト本体 事前評価調査 プロジェクト本体

事前フェーズ 基礎研修フェーズ 運用体制構築フェーズ 現地 国内 現地 国内 現地 国内 現地 国内 現地 国内 現地 国内 現地 国内

1 総括／数値予報 佐藤　康雄 JWA 2 0.70 - 0.50 - 7.20 - 3.27 - 4.70 - 1.67 - 18.04 -

2 副総括／気象業務計画 内田　善久 JWA 3 0.70 - 0.80 - 1.70 - 1.27 - 0.23 - 0.67 - 5.37 -

3 気象予報 古川　武彦 JWA　(補強) 3 0.70 - 0.50 - 7.20 - 3.27 - 0.00 - 0.00 - 11.67 -

4 天気翻訳手法 佐々木　律子 JWA 4 0.00 - 0.00 - 0.97 - 0.00 - 0.50 - 0.50 - 1.97 -

5 気象レーダ解析 飯田　秀重 JWA 4 0.00 - 0.00 - 1.00 - 1.00 - 0.00 - 0.33 - 2.33 -

6
干ばつ／ゾド早期警戒シ
ステム

篠田　雅人 JWA　(補強) 3 0.70 - 0.30 - 0.43 - 0.23 - 0.23 - 0.00 - 1.89 -

7 GIS技術 立入　郁 JWA　(補強) 4 0.00 - 0.43 - 2.67 - 1.33 - 0.90 - 0.00 - 5.33 -

8 牧畜気象 森永　由紀 JWA　(補強) 3 0.00 - 0.00 - 0.67 - 0.67 - 0.00 - 0.00 - 1.34 -

9 気象サービス普及 岩田　総司 JWA 4 0.00 - 0.50 - 2.70 - 1.13 - 2.00 - 1.50 - 7.83 -

10 気象レーダ運用維持管
理

吉田　武弘 JWA 4 0.00 - 0.00 - 1.00 - 0.60 - 0.50 - 0.00 - 2.10 -

11
コンピュータネットワーキ
ング

下田　晋也 JWA 4 0.00 - 0.00 - 0.80 - 0.60 - 0.00 - 0.00 - 1.40 -

12

黄砂モニタリングネット
ワーク運用維持管理／
黄砂観測データ処理・共
有

松井　一郎 JWA　(補強) 3 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.53 - 2.03 - 0.50 - 3.06 -

13

黄砂モニタリングシステ
ム機材計画・全体品質管
理／黄砂観測データ解
析

杉本　伸夫 JWA　(補強) 2 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.17 - 0.17 -

14
機材据付・施工監理計
画

内田　善久 JWA 3 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.60 - 0.73 - 0.00 - 1.33 -

15 機材据付工事監理 遠藤　肇秀 JWA　(補強) 3 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.77 - 1.70 - 0.00 - 2.47 -

現地作業小計 2.80 - 3.03 - 26.34 - 15.27 - 13.52 - 5.34 - 66.30 -

1 総括／数値予報 佐藤　康雄 JWA 2 - 0.47 - 0.53 - 0.20 - 0.40 - 0.20 - 0.20 - 2.00

2 副総括／気象業務計画 内田　善久 JWA 3 - 0.47 - 0.40 - 0.70 - 0.40 - 0.20 - 0.20 - 2.37

3 気象予報 *** *** 3 - 0.40 - 0.53 - 0.20 - 0.40 - 0.00 - 0.00 - 1.53

4 天気翻訳手法 *** *** 4 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00

5 気象レーダ解析 *** *** 4 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00

6
干ばつ／ゾド早期警戒シ
ステム

*** *** 3 - 0.40 - 0.30 - 0.20 - 0.40 - 0.20 - 0.00 - 1.50

7 GIS技術 *** *** 4 - 0.00 - 0.40 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.40

8 牧畜気象 *** *** 3 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00

9 気象サービス普及 *** *** 4 - 0.00 - 0.67 - 0.20 - 0.40 - 0.20 - 0.20 - 1.67

10 気象レーダ運用維持管
理

*** *** 4 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00

11 コンピュータネットワーキ
ング

*** *** 4 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00

12

黄砂モニタリングネット
ワーク運用維持管理／
黄砂観測データ処理・共
有

*** *** 3 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00

13

黄砂モニタリングシステ
ム機材計画・全体品質管
理／黄砂観測データ解
析

*** *** 2 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00

14
機材据付・施工監理計
画

*** *** 3 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.10 - 0.00 - 0.00 - 0.10

15 機材据付工事監理 *** *** 3 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00 - 0.00

国内作業小計 - 1.74 - 2.83 - 1.50 - 2.10 - 0.80 - 0.60 - 9.57

提出時期

（人・月計） 1.74 2.83 1.50 2.10 0.80 0.60 9.57
実績 現地作業 2.80 1.74 3.03 2.83 26.34 1.50 15.27 2.10 13.52 0.80 5.34 0.60 66.30 9.57

国内作業 4.54 5.86 27.84 17.37 14.32 5.94 75.87
凡例 JWA:日本気象協会

現
地
作
業

国
内
作
業

第1年次（その１） 第1年次（その2）第1年次（その2）第1年次（その1） 合計

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

第2年次 第3年次 第4年次 第5年次

調査工程

事前 IC/R P/R(1) P/R(2) P/R(3) P/R(4) F/R

7 6

60 60 21 28

15 15

15 78 81 895721

24 21 15 221521

8915 7821 5781

29

30 30 10

21 9 7 6 7 7

13 30 31 19 20 20 20 7

20 20

30 51 25 30 3015 28 17

30 18 15

24 18

10 6 6 66 6 6

5 9 6 6 6 66 15 6 6

10 6 6 663 9

3 9 6 6 6 63 6

66

66 65 15 6 6

9

9

9

9

7

10

1512

1512 11 36

6

5 11 15

22

14

5 9

7

5

1536

：国内作
業：現地調
査



モンゴル国 気象予測及びデータ解析のための人材育成プロジェクト 
ファイナルレポート 

 
11 

 

3.2 研修員受入 

第 2年次及び第 3年次活動期間中に実施された研修員受入実績は下表の通りである。 

 

研修名 内容 期間 研修生 

第 2 年次 

領域気候モデルを用いた地

球温暖化による気候変化予

測技術（気候変化予測分野） 

気象研究所のスーパーコンピ

ュータを用いた実習、計算によ

り、気象研モデルの計算結果、

観測値との比較を通して、モン

ゴル領域気候モデルの気候再

現性能評価 

2005 年 11 月 25 日

～12 月 22 日 

Mr. P. Gomboluudev 

（数値予報/気候変化予測

C/P） 

数値予報結果を用いた気象

予報（数値予報/気象予報分

野合同） 

気象庁本庁および地方の予報

作業現場、民間における予報

作業についての講義 

2005 年 11 月 29 日

～12 月 9 日 

Ms. L. Oyunjargal 

Mr. G. Bayasgalan 

Ms. B. Tsatsral 

Mr. B. Buyantogtokh 

（数値予報・ガイダンスワー

キンググループ） 

第 3 年次 

領域メソ短期予報モデルにお

けるデータ同化技術（数値予

報分野） 

データ同化技術の基礎理論に

ついて講義を受けるとともに、

気象研究所のスーパーコンピ

ュータを用いた実習、計算によ

り、モンゴルでも取得可能な衛

星データ他を領域メソ短期予

報モデルの初期値としてデー

タ同化する技術を習得 

2007 年 1 月 15 日 

～2 月 1 日 

Mr. A. Batbold 

（数値予報/気候変化予測

C/P） 

日本における数値予報モデ

ル出力からの天気予報作成

システム 

気象庁本庁および地方の予報

作業現場、民間における予報

作業についての講義 

2007 年 1 月 15 日 

～1 月 19 日 

Mr. J. Tsogt 

（ 気 象 サ ー ビ ス 普 及 分 野

C/P） 

干ばつ／ゾド早期警戒システ

ム 

JICA 国際東京センターおよび

鳥取大学・乾燥地研究センタ

ーにおける牧畜生態学・農業

気象学に係る講義・セミナー・

施設見学 

2007 年 1 月 9 日 

～1 月 19 日 

Ms. M. Bayasgalan  

Ms. M. Erdenetuya  

Ms. B. Erdenetsetseg  

Ms. B. Gantsetseg  

（干ばつ／ゾド早期警戒シス

テム分野 C/P） 
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3.3 供与機材 

本プロジェクトにおいて先方 C/P 機関である NAMHEM へ供与された機材は下表の通りである。 

資料機材名 品名、規格 数量 

1 年次 

GPS ハンディタイプ  25 

GPS 用乾電池 単 4 電池 8 

GPS  ハンディタイプ  5 

電子天秤 NJW-300 30 

体重計（500kg）  RP-500 2 

体重計（100kg） RP-100 8 

5Kg 分銅  80 

20Kg 分銅  16 

卓上 PC DELL 17" Optiplex Gx170L 14 

LCD モニタ DELL 17" LCD 18 

CD-RW 700MB 1400 

MS-Windows XP Professional 14 

MS-Office 2003 Professional 15 

Linux OS Freeware 10 

Net CDF Freeware 10 

NCARG Freeware 10 

UPS MGE Premium 18 

インクジェットプリンタ Canon i6100 2 

Canon i6100 用インクジェット BCI-3E 16 

スイッチ D-Link 3 

ケーブル UTP 500m

コネクター RJ-45 30 

Power Extension Cable MGE Pulsar 5 10 

PC Workstation DELL Precision 380 N 2 

Server DELL Power Edge 800 2 

Linux OS Red Hat Enterprise 4 

テープカートリッジ 20/40GB DDS4 40 

Fortran Software PGI(1user) 2 

Fortran Software PGI(10user) 1 

GIS Software ArcGIS9.1( Arc View + Spatial Analyst) 2 

Remote Sensing Software Imagine 8.7 2 

プロジェクター HP VP6121 1 

プロジェクターケース キャリングケース 1 

プロジェクターランプ ランプユニット 3 

レーザーポインター  1 

ノートＰＣ DELL Latitude D510 1 

USB メモリ 256MB 1 

ノート用マウス オプティカル 1 

カラーコピー機 Canon iRC3100 1 

カラーコピー機用プリンタユニット Canon E1 1 

カラーコピー機用トナー シアン、マゼンタ、黄色、黒 20 

コピー紙 白、500 枚 10 

書籍 
James R. Holton, “An Introduction to Dynamic Meteorology/ 

Fourth Edition” 
5 

書籍 Eugenia Kalnay, “Atmospheric Modeling Data Assimilation 5 
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and Predictability” 

書籍 
Shunlin Liang, “Quantitative Remote Sensing of Land 

Surfaces” 
5 

書籍 
Peter A. Burrough and Rachael A.M.Donnell, “Principles of 

Geographical Information System” 
5 

書籍 Craig Hunt, “TCP/IP Network Administration” 3 

書籍 Philip Miller, “TCP/IP Explained” 1 

2 年次 

乾燥機  5 

書籍 Bill Kropla, “MapServer: Open Source GIS Development” 1 

書籍 Schuyler Erle, “Mapping Hacks” 1 

書籍 Tyler Mitchell, “Web Mapping Illustrated” 1 

書籍 
Neil Matthews, “Beginning Databases With PostgreSQL: 

From Novice To Professional, Second Edition” 
1 

3 年次 

ファイアウォール機能付ルータ D-Link DI-808HV 4 

ルータ Cisco CISCO1811/K9 2 

スイッチングハブ D-Link DES1008D 4 

デスクトップ PC （モニタ含） DELL Optiplex Gx210L 2 

UPS APC 1500VA 1 

スイッチングハブ D-Link DES1008D 2 

GIS 解析ソフトウェア拡張機能 1 ESRI Arc GIS 用 3DAnalyst 2 

GIS 解析ソフトウェア拡張機能 2 ESRI Arc GIS 用 3DAnalyst 2 

地上黄砂モニタリングシステム TOADKK DUB-222(S) 1 

データ収集解析装置 TOADKK  DNS-309(S) 1 

データ表示公開用装置 TOADKK  DNS-101W(S) 1 

データ公開用装置 TOADKK  DNS-101W(S2) 1 

ファイアウォール Cisco Cisco1712 1 

モデム OMRON  OMRON5614 1 

イーサスイッチ アライドテレシス  FS716TXL 2 

書籍 

Bluestein, H., 1993: Synoptic-Dynamic Meteorology in 

Midlatitudes, Observations and Theory of Weather System, 

Vol.II, Oxford University Press, New York. 

1 

書籍 
Houze,R.A.,Jr.,1993 “Cloud Dynamics”, Academic Press, 

San Diego. 2 volumes . 
2 

4 年次 

ライダー装置 Sibata Ｌ2S－SMⅡ型（耐寒用） 1 

地上黄砂モニタリングシステム TOADKK  DUB-222(S) 1 

観測用コンテナ Sibata  1 

ファイアウォール Cisco Cisco1712 1 

モデム OMRON OMRON5614 1 

イーサスイッチ アライドテレシス FS716TXL 1 

コンテナ補強用ターンバックル Sibata FR-2.25-TB 1 

コンテナ天井補強用角パイプ Sibata FR-2.25-SS 1 

観測用コンテナ－組み立て用工具・

消耗品 
Sibata 1 

ライダー組み立て用部材・消耗品・

工具 
Sibata 1 

ライダー装置 Sibata Ｌ2S－SMⅡ型（耐寒用） 2 

地上黄砂モニタリングシステム TOADKK DUB-222(S) 2 

補助電源装置 TOADKK DAP-19(S) 1 

観測用コンテナ Sibata FR-2.25S 1 

データ収集転送装置 TOADKK DNS-309(S2) 1 
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ファイアウォール Cisco Cisco1712 2 

モデム OMRON OMRON5614 2 

イーサスイッチ アライドテレシス FS716TXL 2 

コンテナ補強用ターンバックル Sibata FR-2.25-TB 1 

コンテナ天井補強用角パイプ Sibata FR-2.25-SS 1 

観測用窓枠一式 Sibata FR-WS 1 

測定器 Sibata DPO4034 1 

ライダー用交換部品 Sibata バンドパスフィルタ－ 532μm 6 

ライダー用交換部品 Sibata バンドパスフィルタ－ 1064μm 3 

ライダー用交換部品 Sibata DI フィルター 3 

ライダー用交換部品 Sibata レザーフラッシュランプ 6 

ライダー用交換部品 Sibata IN-LINE フィルター 3 

ライダー用交換部品 Sibata 水循環ポンプ MEC281 3 

ライダー用交換部品 Sibata レザー電源及びヘッド 1 

TSP&TM10 計用交換部品 TOADKK 2 

耐雷トランス TOADKK DUB-223（S) 4 

UPS TOADKK DNS-33A(S) 1 

ハードディスク 500GB 4 

書籍 

Bluestein, H., 1993: Synoptic-Dynamic Meteorology in 

Midlatitudes, Principles of Kinematics and Dynamics, Vol.I, 

Oxford University Press, New York. 

2 
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3.4 現地業務費 

本プロジェクトにおいて発生した費用は下表の通りである。 

 

（単位：円） 

 

 

 

項目 
第 1年次

（その 1）

第 1年次

（その 2）
第 2年次 第 3年次 第 4年次 

第 5年次

（予定）

Ⅰ．直接費 5,773,000 8,696,000 59,338,000 30,910,000 26,509,000 15,121,000

1. 直接経費 3,044,000 4,580,000 37,968,000 18,333,000 17,534,000 11,195,000

(1)契約に含まれる旅費（航空賃） 1,114,000 1,633,000 5,943,000 6,258,000 5,286,000 3,670,000

(2) 契約に含まれる旅費（その他） 1,379,000 1,373,000 11,979,000 6,836,000 6,341,000 2,537,000

(3)一般業務費（研修・監理以外） 507,000 941,000 6,291,000 2,771,000 5,764,000 3,408,000

(4)工事費 0 0 0 0 0 0

(5)会議費 0 0 0 0 0 0

(6 供与機材購入費 0 433,000 13,715,000 2,446,000 0 0

(7)供与機材輸送費（課税対象） 0 0 0 0 0 0

(8)携行機材購入費 0 0 38,000 22,000 143,000 0

(9)携行機材輸送費 0 0 0 0 0 0

(10)その他の機材購入費 8,000 7,000 2,000 0 0 0

(11)その他の機材輸送費（課税対象） 0 0 0 0 0 0

(12)報告書作成費（印刷製本） 35,000 192,000 0 0 0 1,575,000

(13)報告書作成費（印刷製本を除く） 1,000 1,000 0 0 0 5,000

(14)ローカルコンサルタント契約 0 0 0 0 0 0

(15)ローカル NGO 契約 0 0 0 0 0 0

2. 直接人件費 2,729,000 4,116,000 21,370,000 12,577,000 8,975,000 3,926,000

Ⅱ．間接費 5,172,000 6,013,000 36,846,000 21,272,000 15,465,000 7,066,000

1. 諸経費 2,915,000 3,514,000 20,213,000 11,601,000 8,483,000 3,926,000

2. 技術経費 2,257,000 2,499,000 16,633,000 9,671,000 6,982,000 3,140,000

Ⅲ．小計 10,945,000 14,709,000 96,184,000 52,182,000 41,974,000 22,187,000

Ⅳ．消費税及び地方税の合計額 547,250 735,450 4,809,200 2,609,100 2,098,700 1,109,350

合計 11,492,250 15,444,450 100,993,200 54,791,100 44,072,700 23,296,350
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4. プロジェクトの実施運営上の課題とそれを克服するための工夫・教訓 

 

1.1 成果の達成状況に記述した通り概ね成果を達成したと考える本プロジェクト実施につ

いて、実施運営上の課題、それを克服するための工夫及び得られた教訓等を下表にとりま

とめた。 

 

業務分野 実施運営上の課題 克服するための工夫と教訓 NAMHEM への提言 

数値予報 無し。 無し。 無し。 

気候変化予測 無し。 無し。 無し。 

気象予報 

モンゴル各地の850hPa気象

要素を計算するため JMA の

1 ヶ月予報アンサンブル平均

値GPVを取得したが、モンゴ

ル 南 西 部 の 大 部 分 で

850hPa が山中であることか

ら計算することができなかっ

た。 

代替として JMA から 700hPa

データを取得した。 
無し。 

天気翻訳手法 
開発チームに長期の解析用

データが無かった。 

予測チームの所持していた 1

年分データを解析に利用。 
無し。 

気象レーダ解析 無し。 無し。 無し。 

干ばつ／ゾド早期警戒システ

ム 

C/P の英語力がやや不足し

ていた。 

･日本語⇔モンゴル語⇔英語

通訳の導入。 

･英語学習の喚起。 

英語力を強化すること。 

GPS データ取得の際、ガソリン

代不足のため作業が遅れた。

近隣の観測点のデータを使

用していた。 

･複数の業務を一度に実施で

きる様、作業の効率化を図っ

た。 

･馬を利用。 

財務担当官庁に、データ観

測の必要性を強く訴え、必要

なガソリン代を確保すること。

地方気象台職員のデータの

重要性に関する意識が低か

った。 

地方気象台職員向けのセミ

ナーを開催し、データ取扱い

技術の向上。 

セミナー等を通して、地方職

員の教育を継続する。 

GIS 技術 

バグ名・バグ境界に対する統

一が取られていない。 

観測ノートの地図・GPS の位

置情報から出来る限り照合し

た。 

バグ名・バグ境界についての

統一を図る。 

牧畜気象 

改訂したマニュアルの内容に

ついて、牧畜気象関係者の

理解不足があった。 

牧畜気象関係者に研修を実

施。 

継続して牧畜気象関係者の

知識向上のために研修を行う

こと。 

ワークショップ（地方、ウラン

バートル）に、多くの参加者

を集める。 

･遊牧民が休息期となる 6 月

に開催。 

･ 県 中 心 だ け で は な く ソ ム

（村）でも開催。 

･アンケートや意見交換で参

加者の関心事を把握し、ワー

クショップのテーマに選定。 

常に、利用者のニーズを意

識すること。 

気象サービス普及 

ワークショップ参加者以外に

も普及の範囲を広げる。 

･気象情報の利用に係るリー

フレットを作成し、モンゴル全

県に 14,000 配布。 

･リーフレットの内容は、予報用

語の説明や雷からの身の守り

方など、実用的な題材とした。

･リーフレットの内容の理解を

容易とするため、イラストを多

用した。 

気象情報普及のための予算

確保を実施すること。 
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地方気象台職員のプレゼン

テーション能力の向上を図

る。 

･地方気象台職員にも発表の

機会を与えた。 

･事前準備をサポート。 

地方気象台職員に定期的

にプレゼンの機会を与えるこ

と。 

 
車両による長距離移動の際

は危険を伴い、かつ故障や

パンク等が多発。 

･レンタカー代を節約し、必ず

2 台で移動（契約金額は 1 台

分のみ）。 

･契約金額を超過した場合

は、コンサルタントが負担。 

無し。 

気象レーダ運用維持管理 

定期点検簿の点検項目（日

点検簿、月点検簿）と点検内

容の齟齬があった。 

点検簿を気象レーダ観測所

技術者のルーチン業務体制

に即した内容に改定。 

無し。 

コンピュータネットワーキング
既設モデムとルータの老朽

化。 

更新の実施をアドバイスし

た。 

機器を数年毎に更新する予

算を確保すること。 

黄砂モニタリングネットワーク

運用維持管理／黄砂観測デ

ータ処理・共有 

商用電源の停電が多い。 機材にアラーム機能を増設。 無し。 

黄砂モニタリングシステム機

材計画・全体品質管理／黄

砂観測データ解析 

PM10 計の黄砂時と正常時の

ハイボリュームサンプラーで

の校正が困難。 

適切な校正期間を決定。 無し。 

黄砂モニタリングシステム機

材据付施行監理計画 
無し。 無し。 無し。 

黄砂モニタリングシステム機

材据付工事監理 
無し。 無し。 無し。 
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5. PDM の変遷 

本プロジェクト開始時に設定されていた PDM は、黄砂モニタリングに係る活動追加等に

より現状に即していなかったため、中間評価調査時点において従前 PDM に具体的に示され

ていなかった活動及び指標を追記するとともに、プロジェクト目標及び指標の一部に変更

を加えた。PDM の修正点について下表にまとめた。 

 

PDM の修正点 

 修正点 理由 

指標：次の指標項目を追加した。 

e. 利用者（行政機関、牧畜民等）の気象情報提

供に関する満足度が向上する 

提供している気象情報サービスが「利用者にとっ

てタイムリーで有用であるか」を確認することが

プロジェクト目標達成の検証に必要であること

から、利用者の満足度調査を実施してサービスの

質的変化を検証する。 

次の指標項目を修正した。 

a. 領域数値予報や新しい気象解析手法による

予報が短期（1 日 2 回）・中期（1 日 1 回）・

長期（月 1回）提供される 

b. モンゴル国の気候変化予測情報がプロジェ

クト終了までに 1回提供される 

c. 干ばつ/ゾドに係る情報が毎年 1 回（8 月末

に）提供される 

プロジェクト

目標 

d. 黄砂モニタリングデータが年間 300 日間、伝

送される 

新規に提供される気象情報サービスの数値目標

を設定して、検証する。 

指標：次の指標を追加、修正した。 

アウトプット 1の指標 

1.1. NAMHEM による領域数値予報モデルが業務体

制に活用される 

1.2. 数値予報モデルを開発できる技術者が 4 名

育成される 

1.1.「領域数値予報モデルの運用」をより具体的

に言い換えた。 

1.2.人材育成に関する数値目標を設定した。尚、

能力向上にかかる質的な判断基準を設定する。

アウトプット 2の指標 

2.1. モンゴル国の気候変化予測情報が公表され

る 

2.2. 気候変化予測ができる技術者が 2 名育成さ

れる 

2.1.「気候変化予測情報の公表」をより具体的な

表現に言い換えた。 

2.2.人材育成に関する数値目標を設定した。尚、

能力向上にかかる質的な判断基準を設定する。

アウトプット 3の指標 

3.1. 県（アイマグ）レベル以下の地域細分によ

る短期・中期予報が実施される 

3.2. 県（アイマグ）レベルでの長期予報が業務

に活用される 

3.3. 新しい気象解析技術を習得した技術者が 5

名育成される 

3.1.及び 3.2.に関しては、より具体的な表現に言

い換えた。 

3.3.人材育成に関する数値目標を設定した。尚、

能力向上にかかる質的な判断基準を設定する。

アウトプット 4の指標 

4.1. 村（バグ）スケールでの精度の高い牧草量

と草丈地図が作成される 

4.2. 警報情報のガイドラインが業務に活用され

る 

4.3. GIS による早期警戒を行える技術者が 4 名

育成される 

4.1.及び 4.2.に関しては、より具体的な表現に言

い換えた。 

4.3.人材育成に関する数値目標を設定した。尚、

能力向上にかかる質的な判断基準を設定する。

アウトプット 

アウトプット 5の指標 

5. のべ 640 名の気象情報利用者が気象情報の

5. より具体的な表現に言い換えるとともに、す

でに想定されている対象者の数値目標を挿入し
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利用に係る知見を得る た。 

アウトプット 6の指標 

6.1. 気象観測（気象レーダ）の適切な稼働率が

維持される 

6.2. 気象レーダを運用維持管理できる技術者が

3名育成される 

6.3. NAMHEM のコンピュータネットワークの問題

点が解決される 

6.4. NAMHEM のコンピュータネットワークを運

用維持管理できる技術者が 2 名以上育成さ

れる 

気象レーダと予報システム（コンピューターネッ

トワーク）に関してそれぞれ個別の指標を設定し

た。 

 

6.2.及び 6.4.人材育成に関する数値目標を設定

した。尚、能力向上にかかる質的な判断基準を設

定する。 

アウトプット 7の指標 

7.1. 解析処理された黄砂情報が作成される 

7.2. 黄砂モニタリングに関する技術を習得した

技術者が 4名育成される 

7.1.に関しては、より具体的な表現に言い換え

た。 

7.2.人材育成に関する数値目標を設定した。尚、

能力向上にかかる質的な判断基準を設定する。

外部条件：次の外部条件を追加した 

活動→アウトプット 

「機材の維持管理にかかる予算が充当される」

納入、設置された機材の維持管理が活動の継続に

必須であることから維持管理経費に関する条件

を設定する。 

 

アウトプット→プロジェクト目標 

「モンゴル政府からNAMHEMに対して適切な予算

が遅滞なく充当される」 

NAMHEM の財政状況が悪化することによってプロ

ジェクトの効果維持が困難になる可能性がある

ことから、予算の確保がなされることを外部条

件として設定する。 

 

 

次に従前 PDM、変更箇所を赤文字にした PDM（1 回目変更）、変更箇所を青文字にした PDM

（2 回目変更）を添付した。 
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従前 PDM 

プロジェクトの要約 指  標 指標データ入手手段 外部条件 
上位目標 

気象情報が自然災害管理や気候変化の影響評価に活用され

る 

 

気象情報に基づいた自然災害管理計画や気候変化の影響評

価が作成、実施される 

 

気象情報利用度調査 

 

 

プロジェクト目標 

気象業務従事者及び環境専門家の人材育成を通じて、より

信頼性の高い有用な気象情報（黄砂を含む）を適時に提供

できる 

 

a. 領域数値予報や新しい気象解析手法による短期・中期・

長期予報の提供回数 

b. モンゴル国の気候変化予測情報の提供回数 

c. 干ばつ／ゾドに係る情報の提供回数 

 

a. プロジェクト報告書 

 

b. プロジェクト報告書 

c. プロジェクト報告書 

 

モンゴル国の防災気象業務

に係る政策に変更がない 

成果 

1. モンゴル国を対象にした領域モデルによる数値予報が

現業化される 

2. 気候モデルを使った地球温暖化に伴うモンゴル域の気

候変化予測が実施される 

 

3. 数値予報データに基づいた天気予報（短期、中期、長

期）が作成される 

 

 

4. 干ばつ／ゾドの早期警戒システムが構築される 

 

5. 国、地方自治体、関係機関及び末端利用者（牧畜民や

住民を含む）の気象情報の理解度が向上する 

6. 気象観測・予報システム（気象レーダ及びコンピュー

タネットワーク）が安定して運用される 

 

1.1. NAMHEM による領域数値予報モデルの運用 

1.2. 数値予報モデルを開発できる技術者の数：5名 

2. モンゴル国の気候変化予測情報の公表 

 

 

3.1. 県（アイマグ）レベル以下の地域細分による短期・中

期予報 

3.2. 長期予報でのアンサンブル手法の使用 

3.3. 新しい気象解析技術を有する技術者の数：5名 

4.1. 村（バグ）スケールでの牧草量と草丈地図 

4.2. GIS による早期警戒を行える技術者の数：4名 

5. 気象情報の利用に係る知見を得た人数 

 

6. 気象観測・予報システム（気象レーダ及びコンピュー

タネットワーク）の稼働率 

 

1.1. 予報室 

1.2. プロジェクト報告書 

2. NAMHEM の気象水文研究所（IMH）

の紀要 

 

3.1. 予報原簿 

 

3.2. 予報室 

3.3. プロジェクト報告書 

4.1. GIS 用コンピュータ 

4.2. プロジェクト報告書 

5. アンケート調査 

 

6. システム障害記録  
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活動 

1.1. 数値予報に係る研修・セミナーを実施する 

1.2. 5～7 日先までの現業数値予報システムを構築しその

結果を既存の現業予報と比較し検証する 

1.3. 数値予報の研修のための機材を調達・設置する 

 

2.1. 気候モデルを使用した気候変化予測に係る研修を実施

する 

2.2. 地上気温、湿度、降水量、降雪量及び風の気候変化予

測を実施する 

2.3. 気候変化予測のための機材を調達・設置する 

 

3.1. アンサンブル予報技術を含む数値予報結果の天気翻訳

に係る研修を実施する 

3.2. 現業向け予報ガイダンスを構築する 

3.3. コンピュータによる典型的な天候や異常気象に係る事

例集を作成する 

3.4. 降水確率予報等新しい予報概念を導入する 

3.5. 気象レーダデータを用いた短時間予測に係る研修を実

施する 

3.6. 現業予報のための機材を調達・設置する 

投入 

（日本側） 

 専門家（分野・人数） 

  ＜長期専門家＞ 

  総括／数値予報：1名  気象予報：1名 

  ＜短期専門家＞ 

  副総括／気象業務計画：1名  天気翻訳手法：1名  GIS 技術：1名 

  レーダ画像解析：1名  干ばつ／ゾド早期警戒システム：1名  牧畜気象：1名 

  気象サービス普及：1名  気象レーダ運用維持管理：1名 

  コンピュータネットワーキング：1名 

 機材供与 

 研修員受入 

 

（モンゴル側） 

 プロジェクトオフィスの提供 

 ワーキンググループ 

 カウンターパートの配置 

 施設設備の安全確保 

 運営維持経費 

 

技術移転対象者が短期間で

減少、交代しない 

4.1. 総合的な干ばつ／ゾド早期警戒システム（DDEWS）の概

念に係る研修を実施する 

4.2. DDEWS の枠組みでのデータベース・GIS 技術に係る研修

を実施する 

4.3. 現有の牧畜気象観測プログラム及びマニュアルを改訂

する 

4.4. 警戒情報のガイドラインを作成する 

4.5. 村（バグ）スケールでの牧草状態地図を作成する 

4.6. 農業気象／牧畜気象及び GIS のための機材を調達・設

置する  
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5.1. プロジェクト開始・終了時のセミナーをウランバート

ルで実施する 

5.2. 政府機関を対象として気象情報の利用に係るワークシ

ョップをウランバートルで実施する 

5.3. パイロット県(ヘンティ、ドンドゴビ、ゴビアルタイ)

で地方政府機関や牧畜民・住民などのエンドユーザー

向けに気象情報の利用に係るセミナー／ワークショッ

プを実施する 

5.4. セミナー／ワークショップのための機材を調達・設置

する 

 

  

6.1. 気象レーダシステムの運用維持管理マニュアルを作成

する 

6.2. 気象レーダシステムの運用維持管理に係る研修を実施

する 

6.3. NAMHEM 内のコンピュータネットワークの全体計画を

作成する 

6.4. コンピュータネットワーキングに係る研修を実施する

 前提条件 

自然災害管理に係る関係機

関の協力が得られる 
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PDM （1 回目変更） 

プロジェクトの要約 指  標 指標データ入手手段 外部条件 
上位目標 

気象情報が自然災害管理や気候変化の影響評価に活用され

る 

 

気象情報に基づいた自然災害管理計画や気候変化の影響評

価が作成、実施される 

 

気象情報利用度調査 

 

 

プロジェクト目標 

気象業務従事者及び環境専門家の人材育成を通じて、より

信頼性の高い有用な気象情報（黄砂を含む）を適時に提供

できる 

 

a. 領域数値予報や新しい気象解析手法による短期・中期・

長期予報の提供回数 

b. モンゴル国の気候変化予測情報の提供回数 

c. 干ばつ／ゾドに係る情報の提供回数 

 

a. プロジェクト報告書 

 

b. プロジェクト報告書 

c. プロジェクト報告書 

 

モンゴル国の防災気象業務

に係る政策に変更がない 

成果 

1. モンゴル国を対象にした領域モデルによる数値予報が

現業化される 

2. 気候モデルを使った地球温暖化に伴うモンゴル域の気

候変化予測が実施される 

 

3. 数値予報データに基づいた天気予報（短期、中期、長

期）が作成される 

 

 

4. 干ばつ／ゾドの早期警戒システムが構築される 

 

5. 国、地方自治体、関係機関及び末端利用者（牧畜民や

住民を含む）の気象情報の理解度が向上する 

6. 気象観測・予報システム（気象レーダ及びコンピュー

タネットワーク）が安定して運用される 

7. 黄砂観測情報が作成される 

 

1.1. NAMHEM による領域数値予報モデルの運用 

1.2. 数値予報モデルを開発できる技術者の数：5名 

2. モンゴル国の気候変化予測情報の公表 

 

 

3.1. 県（アイマグ）レベル以下の地域細分による短期・中

期予報 

3.2. 長期予報でのアンサンブル手法の使用 

3.3. 新しい気象解析技術を有する技術者の数：5名 

4.1. 村（バグ）スケールでの牧草量と草丈地図 

4.2. GIS による早期警戒を行える技術者の数：4名 

5. 気象情報の利用に係る知見を得た人数 

 

6. 気象観測・予報システム（気象レーダ及びコンピュー

タネットワーク）の稼働率 

7. 解析処理された黄砂情報 

 

1.1. 予報室 

1.2. プロジェクト報告書 

3. NAMHEM の気象水文研究所（IMH）

の紀要 

 

3.1. 予報原簿 

 

3.2. 予報室 

3.3. プロジェクト報告書 

4.3. GIS 用コンピュータ 

4.4. プロジェクト報告書 

5. アンケート調査 

 

6. システム障害記録  

 

7. ウランバートルの中枢監視シス

テム 
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活動 

1.1. 数値予報に係る研修・セミナーを実施する 

1.2. 5～7 日先までの現業数値予報システムを構築しその

結果を既存の現業予報と比較し検証する 

1.3. 数値予報の研修のための機材を調達・設置する 

 

2.1. 気候モデルを使用した気候変化予測に係る研修を実施

する 

2.2. 地上気温、湿度、降水量、降雪量及び風の気候変化予

測を実施する 

2.3. 気候変化予測のための機材を調達・設置する 

 

3.1. アンサンブル予報技術を含む数値予報結果の天気翻訳

に係る研修を実施する 

3.2. 現業向け予報ガイダンスを構築する 

3.3. コンピュータによる典型的な天候や異常気象に係る事

例集を作成する 

3.4. 降水確率予報等新しい予報概念を導入する 

3.5. 気象レーダデータを用いた短時間予測に係る研修を実

施する 

3.6. 現業予報のための機材を調達・設置する 

投入 

（日本側） 

 専門家（分野・人数） 

  ＜長期専門家＞ 

  総括／数値予報：1名  気象予報：1名 

  ＜短期専門家＞ 

  副総括／気象業務計画：1名  天気翻訳手法：1名  GIS 技術：1名 

  レーダ画像解析：1名  干ばつ／ゾド早期警戒システム：1名  牧畜気象：1名 

  気象サービス普及：1名  気象レーダ運用維持管理：1名 

  コンピュータネットワーキング：1名 

  黄砂観測データ解析処理：1名  黄砂モニタリングネットワーク運用維持管理：1名 

  黄砂モニタリングシステム機材計画：1名 

 機材供与 

 研修員受入 

 

（モンゴル側） 

 プロジェクトオフィスの提供 

 ワーキンググループ 

 カウンターパートの配置 

 施設設備の安全確保 

 運営維持経費 

 

技術移転対象者が短期間で

減少、交代しない 

4.1. 総合的な干ばつ／ゾド早期警戒システム（DDEWS）の概

念に係る研修を実施する 

4.2. DDEWS の枠組みでのデータベース・GIS 技術に係る研修

を実施する 

4.3. 現有の牧畜気象観測プログラム及びマニュアルを改訂

する 

4.4. 警戒情報のガイドラインを作成する 

4.5. 村（バグ）スケールでの牧草状態地図を作成する 

4.6. 農業気象／牧畜気象及び GIS のための機材を調達・設

置する  
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5.1. プロジェクト開始・終了時のセミナーをウランバート

ルで実施する 

5.2. 政府機関を対象として気象情報の利用に係るワークシ

ョップをウランバートルで実施する 

5.3. パイロット県(ヘンティ、ドンドゴビ、ゴビアルタイ)

で地方政府機関や牧畜民・住民などのエンドユーザー

向けに気象情報の利用に係るセミナー／ワークショッ

プを実施する 

5.4. セミナー／ワークショップのための機材を調達・設置

する 

 

  

6.1. 気象レーダシステムの運用維持管理マニュアルを作成

する 

6.2. 気象レーダシステムの運用維持管理に係る研修を実施

する 

6.3. NAMHEM 内のコンピュータネットワークの全体計画を

作成する 

6.4. コンピュータネットワーキングに係る研修を実施する

7.1. 黄砂モニタリングシステムを調達・設置する 

7.2. 黄砂モニタリングネットワークの運用維持管理及びデ

ータ解析に係る研修を実施する 

 前提条件 

自然災害管理に係る関係機

関の協力が得られる 
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PDM （2 回目変更） 

プロジェクトの要約 指  標 指標データ入手手段 外部条件 
上位目標 

気象情報が自然災害管理や気候変化の影響評価に活用され

る 

 

気象情報に基づいた自然災害管理計画や気候変化の影響評

価が作成、実施される 

 

気象情報利用度調査 

 

 

プロジェクト目標 

気象業務従事者及び環境専門家の人材育成を通じて、より

信頼性の高い有用な気象情報（黄砂を含む）が適時に提供

される 

 

a. 領域数値予報や新しい気象解析手法による予報が短期

（1日 2回）・中期（1日 1回）・長期（月 1 回）提供さ

れる 

b. モンゴル国の気候変化予測情報がプロジェクト終了ま

でに 1回提供される 

c. 干ばつ／ゾドに係る情報が毎年 1回（8月末に）提供さ

れる 

d. 黄砂モニタリングデータが年間 300 日間伝送される 

e. 利用者（行政機関、牧畜民等）の気象情報提供に関する

満足度が向上する 

 

a. プロジェクト報告書 

 

 

b. プロジェクト報告書 

 

c. プロジェクト報告書 

 

d. プロジェクト報告書 *1 

e. 調査及びインタビュー 

 

モンゴル国の防災及び気候

変化への影響評価に係る気

象業務に対する政策に変更

がない 

成果 

1. モンゴル国を対象にした領域モデルによる数値予報が

現業化される 

 

2. 気候モデルを使った地球温暖化に伴うモンゴル域の気

候変化予測が実施される 

 

3. 数値予報データに基づいた天気予報（短期、中期、長期）

が作成される 

 

 

 

 

4. 干ばつ／ゾドの早期警戒システムが構築される 

 

 

 

 

1.1. NAMHEM による領域数値予報モデルが業務体制に活用

される 

1.2. 数値予報モデルを開発できる技術者が 4 名育成される

2.1. モンゴル国の気候変化予測情報が公表される 

 

2.2. 気候変化予測ができる技術者が 2名育成される 

3.1. 県（アイマグ）レベル以下の地域細分による短期・中

期予報が実施される 

3.2. 県（アイマグ）レベルでの長期予報が業務に活用され

る 

3.3. 新しい気象解析技術を習得した技術者が 5名育成され

る 

4.1. 村（バグ）スケールでの精度の高い牧草量と草丈地図

が作成される 

4.2. 警報情報のガイドラインが業務に活用される 

4.3. GIS による早期警戒を行える技術者が 4名育成される

 

1.1. 予報室 

 

1.2. プロジェクト報告書 

2.1. NAMHEM の気象水文研究所（IMH）

の紀要 

2.2. プロジェクト報告書 

3.1. 予報原簿 

 

3.2. 予報室 

 

3.3. プロジェクト報告書 

 

4.1. 農業気象・環境に係る紀要 

 

4.2. プロジェクト報告書 

4.3. プロジェクト報告書 

 

NAMHEM に十分な予算がタイ

ムリーに割り当てられる 

*1 PDM2 には記載がない。 
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5. 国、地方自治体、関係機関及び末端利用者（牧畜民や住

民を含む）の気象情報の理解度が向上する 

6. 気象観測・予報システム（気象レーダ及びコンピュータ

ネットワーク）が安定して運用される 

 

 

 

 

 

7. 黄砂観測情報が作成される 

5. のべ 640 名の気象情報利用者が気象情報の利用に係る

知見を得る 

6.1. 気象観測（気象レーダ）の適切な稼働率が維持される

6.2. 気象レーダを運用維持管理できる技術者が 3名育成さ

れる 

6.3. NAMHEM のコンピュータネットワークの問題点が解決

される 

6.4. NAMHEM のコンピュータネットワークを運用維持管理

できる技術者が 2名以上育成される 

7.1. 解析処理された黄砂情報が作成される 

 

7.2. 黄砂モニタリングに関する技術を習得した技術者が 4

名育成される 

5. アンケート調査 

 

6.1. システム障害記録  

6.2. プロジェクト報告書 

 

6.3. システム障害記録 

 

6.4. プロジェクト報告書 

 

7.1. ウランバートルの中枢監視シス

テム 

7.2. プロジェクト報告書 
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活動 

成果 1 - モンゴル国を対象にした領域モデルによる数値予
報が現業化される 
1.1. 数値予報に係る研修・セミナーを実施する 

1.2. 5～7 日先までの現業数値予報システムを構築しその

結果を既存の現業予報と比較し検証する 

1.3. 数値予報の研修のための機材を調達・設置する 

 

成果 2 - 気候モデルを使った地球温暖化に伴うモンゴル域
の気候変化予測が実施される 
2.1. 気候モデルを使用した気候変化予測に係る研修を実施

する 

2.2. 地上気温、湿度、降水量、降雪量及び風の気候変化予

測を実施する 

2.3. 気候変化予測のための機材を調達・設置する 

 

成果 3 - 数値予報データに基づいた天気予報（短期、中期、
長期）が作成される 
3.1. アンサンブル予報技術を含む数値予報結果の天気翻訳

に係る研修を実施する 

3.2. 現業向け予報ガイダンスを構築する 

3.3. コンピュータによる典型的な天候や異常気象に係る事

例集を作成する 

3.4. 降水確率予報等新しい予報概念を導入する 

3.5. 気象レーダデータを用いた短時間予測に係る研修を実

施する 

3.6. 現業予報のための機材を調達・設置する 

投入 

（日本側） 

 専門家（分野・人数） 

  ＜長期専門家＞ 

  総括／数値予報：1名  気象予報：1名 

  ＜短期専門家＞ 

  副総括／気象業務計画：1名  天気翻訳手法：1名  GIS 技術：1名 

  レーダ画像解析：1名  干ばつ／ゾド早期警戒システム：1名  牧畜気象：1名 

  気象サービス普及：1名  気象レーダ運用維持管理：1名 

  コンピュータネットワーキング：1名 

  黄砂観測データ解析・処理・共有：1名 

  黄砂モニタリングネットワーク運用維持管理：1名 

  黄砂モニタリングシステム機材計画：1名 

  機材据付・施工監理計画 *2 

  機材据付工事監理 *3 

 機材供与 

 研修員受入 

 

（モンゴル側） 

 プロジェクトオフィスの提供 

 ワーキンググループ 

 カウンターパートの配置 

 施設設備の安全確保 

 運営維持経費 

 

研修者が現在の職位で働き

続ける 

 

NAMHEM に機材の維持管理に

係る十分な予算が割り当て

られる 

*2 *3 中間評価調査後に追加となった。 
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成果 4 - 干ばつ／ゾドの早期警戒システムが構築される 
4.1. 総合的な干ばつ／ゾド早期警戒システム（DDEWS）の概

念に係る研修を実施する 

4.2. DDEWS の枠組みでのデータベース・GIS 技術に係る研修

を実施する 

4.3. 現有の牧畜気象観測プログラム及びマニュアルを改訂

する 

4.4. 警戒情報のガイドラインを作成する 

4.5. 村（バグ）スケールでの牧草状態地図を作成する 

4.6. 農業気象／牧畜気象及び GIS のための機材を調達・設

置する  

 

  

成果 5 - 国、地方自治体、関係機関及び末端利用者（牧畜
民や住民を含む）の気象情報の理解度が向上する 
5.1. プロジェクト開始・終了時のセミナーをウランバート

ルで実施する 

5.2. 政府機関を対象として気象情報の利用に係るワークシ

ョップをウランバートルで実施する 

5.3. パイロット県(ヘンティ、ドンドゴビ、ゴビアルタイ)

で地方政府機関や牧畜民・住民などのエンドユーザー

向けに気象情報の利用に係るセミナー／ワークショッ

プを実施する 

5.4. セミナー／ワークショップのための機材を調達・設置

する 

5.5. 利用者（行政機関、牧畜民等）の理解度や気象情報に

対するニーズを調査する 

5.6. 調査結果を分析し、関連の活動にフィードバックする
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成果 6 - 気象観測・予報システム（気象レーダ及びコンピ
ュータネットワーク）が安定して運用される 
6.1. 気象レーダシステムの運用維持管理マニュアルを作成

する 

6.2. 気象レーダシステムの運用維持管理に係る研修を実施

する 

6.3. NAMHEM 内のコンピュータネットワークの全体計画を

作成する 

6.4. コンピュータネットワーキングに係る研修を実施する

 

成果 7 - 黄砂観測情報が作成される 
7.1. 黄砂モニタリングシステムを調達・設置する 

7.2. 黄砂モニタリングネットワークの運用維持管理及びデ

ータ解析に係る研修を実施する 

 前提条件 

自然災害管理に係る関係機

関の協力が得られる 
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6. 合同調整委員会で決定された事項 

 

2008 年 3 月 5 日に開催された合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）の議

事録を次頁以降に添付する。 
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付属資料 

1. 各分野の活動時の写真 

 

2. 成果品（別冊） 

業務分野 成果品 

別冊 1 数値予報 中期予報（1 日 1 回） 

別冊 2 気候変化予測 モンゴル国の気候変化予測情報 

短期予報（1 日 2 回） 

長期予報（年 2 回） 別冊 3 気象予報 

コンピュータによる典型的な天候や異常気象に係る事例集 

別冊 4 天気翻訳手法 
領域数値予報モデルプロダクトを用いた降水量予報に係るガイ

ダンスの提案 

干ばつ／ゾドに係る情報（毎年 1 回、8 月末に提供） 

（バグスケール牧養力地図、概略） 

干ばつ／ゾドに係る情報（Web 公開情報） 

（植生マップ、バイオマスマップ、干ばつマップ、雪マップ） 

バグスケール草丈地図 

改定された警報情報のガイドライン 

改定された牧畜気象観測プログラム 

別冊 5 

干ばつ／ゾド早期警戒システム

GIS 技術 

牧畜気象 

改定された牧畜気象観測マニュアル 

ワークショップ参加者リスト 

アンケートによるニーズ調査結果 別冊 6 気象サービス普及 

実用的な気象情報利用に係るリーフレット 

気象レーダシステムの運用維持管理マニュアル 
別冊 7 気象レーダ運用維持管理 

AVR と UPS のチェックシート（週毎） 

NAMHEM 内のコンピュータネットワークの全体計画 
別冊 8 コンピュータネットワーキング 

NAMHEM ネットワークの問題点と将来発展計画 

黄砂モニタリングネットワーク機材 
別冊 9 黄砂モニタリングネットワーク 

黄砂モニタリングデータ（年間 300 日間伝送） 
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